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はじめに
近年、コミュニティ福祉学部の就職率は堅実に推移しており、2015年度は立教大学全体の
83.1%に対して、福祉学科88.5%、コミュニティ政策学科89.9%、スポーツウエルネス学科86.1％
と健闘していると言えるだろう。しかし、本学部、とりわけコミュニティ政策学科の学生達は、
第一志望で合格した者の比率が相対的に少なく（いわゆるすべり止めでの合格が多い）、そのた
め、学部に対するアイデンティティが、初年次の段階においては希薄であり、部活・サークル、
あるいはアルバイトを自己の生活の中心に据えることで、自己のキャリア形成についての意識が
低い場合が多いと予想される。また、学部教育と自己のキャリアのつながりに関しても意識され
ているとは言えない現状がある。
こうした状況において、我々は、学生達が自らのキャリア形成を自分ごととしてとらえ、当事
者意識を持つための第一歩として、「自分を知ること＝自己分析」に注目した。実際、学部のイ
ンターンシップ・キャリア支援室を訪れる学生達の中でも、就職活動の初期に「自己分析が難し
い」という声がよく聞かれる。したがって、今回は、キャリアについて本格的に考える前段階に
ある本学部２年生に対して、どの様に自己分析に取り組むと良いのか、あるいは２年生時点で自
己分析がどの程度進んでいるのかを知る意味も含めて、ワークショップ・トライアルを実施し
た。2016年11月下旬に実施し、コミュニティ政策学科藤井ゼミ（２年次フィールド・スタディ）
の13名を対象に時間は90分。ここでは４種類試行したうち、２種類について報告する。
１．ワークショップ・トライアルの内容
まず行ったのは、自分の特性を表現することを目的とした「ボールで自己紹介」である。ここ
では全員が輪になってボールをパスしながら、「自分らしさ」や「マイナスと思えるところ」を
アウトプットしてもらった。自分の特性を誰かに面と向かって話すのはハードルが高いが、ゲー
ム感覚でテンポ良く進める中で、他者の意見も取り入れながら自己発見が進むことが狙いであっ
たが、事前に時間を与えてはいたものの、とくに「自分らしさ」でボールが止まる学生が多く見
られた。
次に行ったのは「キャラ当てボード」である。こちらはグループの一人に自分をキャラクター
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に例えてもらい、その特徴を同じグループメンバーが普段の人物像も踏まえて書き出していくと
いうゲームである。自分に近い、あるいは目指したいキャラクターを手掛かりに、ゲーム感覚で
他己分析を進めることで自己理解のきっかけを持ってもらうのが狙いであった。突然のことで、
適当にキャラクターを当てはめてしまった学生は、メンバーからもそれ相応の特徴しか出てこな
いことに苦笑いする場面もあった。これらに参加した学生から最も多く聞かれた感想としては、
「普段は自分の個性について人に話す機会はないが、表現してみることで、自分がどう思ってい
るのかが分かった」「自分のことは思ったより知らないことが多すぎる」という自己認識の問題
であった。また「自己分析は思った以上に難しいが、皆でやると楽しいし、新しい発見につなが
る」との感想も語られた。
現場に立ち会った印象としては、あまりにも学生が自分自身の個性や、さらには就職や将来の
ことを含めて考えていないことが “リトマス紙”的に分かった。やはり危機感を持つべきだと思
う一方、ワークショップには、自己分析や自己表現の心理的なハードルを下げる効果もあるので
はないか、とも思われ、今後こうしたことが自己分析を進めるきっかけになると良いとの印象を
抱いた。
２．自己分析のツールとしてのワークショップの意義
近年、学生のキャリア教育に演劇的なワークショップを取り入れる大学が増えている。加えて、
昨今のアクティブ・ラーニングの興隆もあり、実際に身体を動かしながら自身のキャリアや価値
観を掘り起こしていく試みも、数多く見られる様になっており、その効果や方法が様々に研究さ
れている。
本学でも行われている一般的な「自己分析セミナー」の場合、エピソードの掘り起こしやワー
クシートを使うなどして、経験の棚卸作業を、個人作業として進めていくことが多い。この場合、
一旦その作業が停滞すると、それ以上進めなくなるという状況も見受けられる。インターンシッ
プ・キャリア支援室を訪れるのも、大体がこのパターンである。自分で内面を掘り進める作業は、
思う以上に簡単ではない様である。
そういった意味でワークショップが効果的なのは、まず複数の人数で行うことである。他者の
鏡に映る自分の姿から、自分を見つめ直すことが可能になる。また他者に向けてアウトプットす
ることによる自己の「客観視」、あるいは自己像の「自覚」もまた、重要なポイントである。
加えて、今回のワークショップでとくに気付かされたのは、「実感」を伴っているかどうかと
いうことである。頭で分かったつもりの状態を脱して、リアルな感覚として自分自身がどの様な
状態であるのかを具体的に理解するには、実際にそうした感覚を持ってみることが何よりも近道
である。
文部科学省委託事業である「ワークショップデザイナー育成プログラム」を立ち上げた青山学
院大学の苅宿俊文教授によると、ワークショップの成立条件で最も重要なのは「協働性」であり、
それを支え増幅する「即興性」と「身体性」、そして「自己原因性感覚」の４つを重要なポイン
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トとして定義している。なかでも、「自己原因性感覚」とは、自分が発信源となって、自分を取
り囲む世界の出来事を自分ごととしてとらえられることができる感覚であると説いている。よっ
て、ワークショップの様な協働的な学びでは、正しい答え（正解）ではなく、自分が納得した答
え（納得解）に意味があることを伝え、参加者に自己原因性を失わせないことが要になる（1）と言
われている。今回気付かされたリアルな「実感」の重要性こそが、苅宿の言うこの「自己原因性
感覚」なのであろうとも思う。
自己分析の重要性は、就職活動に限ったことではない。ただ、学生が４年という限られた時間
の中で、必要な学びを獲得し、やがて社会へと向かう段階においては、自らの現状や価値観や希
望をその時々で表現し、リアルな感覚としてつかんでおくことには大きな意味がある。そうでな
ければ、「分かっているつもり」「できるつもり」のままで出口に近づくほどに、現実とのギャッ
プは拡大し、時に思わぬ落とし穴に落ちることもある。学生が自分のありのままの現状を「実感」
を持って理解し、その気付きの中から着実に次のステップに向かうためにも、こうしたワーク
ショップを用いた「自己分析」を、今後も積極的に研究し活用したいと思う。
（1） 『協同と表現のワークショップ〔第２版〕─学びのための環境のデザイン─』編集代表　茂木一司　東信堂　2014年
６月　pp.13-14
